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１．講座の概要

２級建築士は、大きく「学科」と「製図」があり、それぞれ「無料講座」と「会員講座」がある。
過去問は、建築技術教育普及センターとの使用許諾条件から会員講座のみでの公開としている。毎年（年末）、その年の最新問
題の使用許諾を頂き、解答例を追加する。

２級建築士の講座は、2007年から最新年度の過去問を解説している（下表参照）。２級建築士の合格率は、１級建築士と比較する
場合、約３倍と高い合格率となっているので、比較的合格しやすい。ただし、近年の問題は、かなり１級建築士の問題に近づいて
おり、難しい問題が多々見受けれる。
以下に、１級建築士と２級建築士の学科及び製図試験の合格率を示す。過去数年の２級建築士の合格率は、学科30～40％、製
図50～55％、最終20～25％である。
・１級建築士（2016年の合格率）：学科＝16.1％、製図＝42.4％・・・ストレート合格なら 6.8％ と弁護士並みの難易度
・２級建築士（2016年の合格率）：学科＝42.3％、製図＝53.1％・・・ストレート合格でも 22.5％ と通過しやすい難易度

製図試験の予測課題については、１級建築士の製図解説と同じように、「80％以上ズバリ的中する項目別の予測課題の解説」をす
る。ただし、その予測課題は、現段階では、１点予測課題の取りまとめとなっている。

２級建築士は、大学、短大、高等専門学校で指定科目を修めた方は、実務経験０年で受験できる。高等学校で指定科目を修めた
方は、実務経験３年で受験でき、学歴がない方でも実務経験７年で受験できる。
つまり、全く建築に関係のない方でも、実務経験により「２級⇒１級⇒設備・構造１級」の全ての資格を取ることができる。
・７年経験⇒２級建築士
・４年経験⇒１級建築士
・５年経験⇒設備・構造設計１級建築士

建築業界で生きていくと志を持たれた方は、当ＨＰを活用して、２級建築士取得後に１級建築士の取得を目指しませんか。
建築系資格では、最難関と言われている１級建築士について、当ＨＰの講座は効率よく学習できる内容となっている。また、２級建
築士や設備設計１級建築士の講座もあり、それらの資料を年会費２万円（延長時は１万円/年）で全て閲覧できる。２級建築士取得
後から１級建築士の受験までは４年間であるが、その間、当ＨＰを活用して１級建築士の１発合格を目指しませんか（その間の費用
は、４年間延長費×１万円/年＝４万円とリーズナブルである、資格学校へ通学すると単年度で短期30万円～長期100万円）。

２級建築士

　１章　学科試験の現状把握 　１章　４科目の項目別問題別一覧表（2007年～最新年度）

　２章　４科目の項目別問題別一覧表（2007年～最新年度） 　２章　過去問10年の出題法文一覧表（2007年～最新年度）

　３章　過去問の出題法文一覧表（2007年～最新年度） 　３章　４科目全問題のポイント一覧表（2007年～最新年度）

　４章　４科目の過去問10年の出題問題一覧表（2007年～最新年度）

　５章　年度別の問題と解説（2012年～最新年度）

　１章　製図試験の現状把握 　１章　センター出題課題（2012年～最新年度）

　２章　センター標準解答図（2012年～最新年度）

　３章　センター出題課題の項目別分析（2012年～最新年度）

　４章　予測課題の解説（2017年～最新年度）

２級建築士（学科無料講座） ２級建築士（学科会員講座）

２級建築士（製図無料講座） ２級建築士（製図会員講座）



２．講座の一部紹介

２級建築士の学科および製図の講座から、一部を紹介する。
学科：４科目における過去問（11年）の項目別一覧表
⇒H19から最新年の過去問を項目別に分析し、問題番号を振分けた。どの項目がどの程度出題するか一目瞭然である。
製図：過去問分析の「１．設計条件」の過去問一覧表
⇒H24から最新年の過去問を課題項目ごとに分析し、出題傾向等を解説している（製図試験も過去問分析が重要）。


